
「霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院」による派遣研究者報告書 
（当経費の支援を受けての出張後、必ずご提出ください） 

＜平成 26 年 5月 28 日制定版＞ 提出先：report@wildlife-science.org 

 

平成 26 年 9 月 30 日 

所属部局・職 野生動物研究センター・修士課程学生 

氏 名 松島 慶 

 

１．派遣国・場所（〇〇国、〇〇地域） 

東京都・東京国際フォーラム 

２．研究課題名（〇〇の調査、および〇〇での実験） 

丸の内キッズジャンボリー2014 TIF ワンダーキャンパス 

３．派遣期間（本邦出発から帰国まで） 

平成 26 年 8 月 11 日 ～ 平成 26 年 8 月 14 日 （4日間） 

４．主な受入機関及び受入研究者（〇〇大学〇〇研究所、○○博士／〇〇動物園、キュレーター、○○氏） 

東京国際フォーラム 

５．所期の目的の遂行状況及び成果（研究内容、調査等実施の状況とその成果：長さ自由） 
写真（必ず 1枚以上挿入すること。広報資料のため公開可のもの）の説明は、個々の写真の直下に入れること。 

別途、英語の報告書を作成すること。これは簡約版で短くてけっこうです。 

東京国際フォーラムで毎年行われているイベントである「丸の内キッズジャンボリー」において、TIF ワ
ンダーキャンパスのブース運営を行った。 
子供たちに野生動物研究の面白さ、サルの面白さを伝えることを中心として、フィールドワークに必要な

機材など、普段ではあまり見ないような機材を子供たちだけでなく、親御さんたちにも見てもらうことがで
きた。未来のフィールドワーカーがここから生まれてくることを期待している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ブース中央に置かれたテント。初めて見る子供たちも多い。 

６．その他（特記事項など） 

 


